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話し言葉における「じゃん」について―首都圏に暮らす 10 代の使用実態― 



















(c) 何はともあれ、合格できたんだからめでたいじゃないか。                     [同上: 396 (22)] 




























































ROOKIES 3 (8.8%) 23 (67.6%) 7 (20.6%) 0 (0.0%) 1 (2.9%) 34 (100.0%) 
ダイヤの A 0 (0.0%) 2 (15.4%) 11 (84.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 13 (100.0%) 
いちご 100% 8 (11.1%) 35 (48.6%) 28 (38.9%) 0 (0.0%) 1 (1.4%) 72 (100.0%) 
ドロップ 0 (0.0%) 12 (60.0%) 7 (35.0%) 1 (5.0%) 0 (0.0%) 20 (100.0%) 
涼風 2 (3.7%) 17 (31.5%) 35 (64.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 54 (100.0%) 
合計 13 (6.7%) 89 (46.1%) 88 (45.6%) 1 (0.5%) 2 (1.0%) 193 (100.0%) 
 
 
話し言葉における「じゃん」について―首都圏に暮らす 10 代の使用実態― 

























近い結果が得られると考えたことが挙げられる。それぞれのアンケート調査は 2010 年 11
月 6 日から 12 日の期間に実施した。インフォーマントについては以下の通りである。 
 
・アンケート調査 1 ― 12 歳から 17 歳の男性 225 名と女性 267 名、計 492 名。現住所は男
性 56 名と女性 61 名が東京都、男性 168 名と女性 206 名が神奈川県、男性 1 名が千葉県。 
 
・アンケート調査 2 ― 12 歳から 17 歳の男性 172 名と女性 205 名、計 377 名。現住所は男
性 56 名と女性 57 名が東京都、男性 116 名と女性 148 名が神奈川県。全員がアンケート調
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(1) [同級生について友人と話している場面]   (2) [友人から試験直前の週末に遊びに行こうと誘われて] 
  A：隣のクラスに田中っているじゃん。     A：今週末は無理だよ、月曜から試験じゃん。 
あの子、めっちゃ可愛いよね。       B：あ、そうだった！すっかり忘れてたよ、 
  B：確かにきれいだよね。この前、原宿で      さすがに少しは勉強しなきゃダメかな。 
スカウトに声かけられたらしいよ。 
 
(3) [練習試合について友人と話している場面]     (4) [修学旅行の自由行動で] 
  A：絶対やばいよ。去年やったとき              A：そろそろ戻ろうよ、 
ボコボコにされたじゃん。            集合まであんまり時間ないし。 
  B：そうだったね、第一高校めっちゃ        B：そんなにあわてなくていいじゃん。 
強かったもん。                            もうちょっと回ってこうよ。 
        
(5) [約束の時間に遅れて]             (6) [好きな人になかなか告白できない友人との会話] 
  A：もう、30 分も遅刻するなんて         A：もし、振られちゃったらどうしよう？ 
ありえないよ！                 気まずくなっちゃうのはイヤだよ。 
  B：仕方ないじゃん！電車が遅れてたんだよ！      B：やってみなきゃわからないよ！                     
思い切って告ってみればいいじゃん。 
 
(7) [昼休みに、友人と弁当を食べている場面]    (8) [遅刻の多い友人が、早く学校に来たので] 
  A：おっ、卵焼き残ってるじゃん。        A：おはよう、今日はずいぶん早いじゃん。 
もらっちゃうぞ！               どうかしたの？ 
  B：やめてよ、最後に食べようと                 B：夜遅くにホラー映画みたらさぁ、 
思ってるんだから！                        怖すぎて眠れなかったよ。 
 
(9) [友人の志望校を初めて聞いて]     (10) [朝、教室で友人と話している場面] 
  A：第一志望は、早稲田の法学部だよ。   A：前田くん、まだ来てないね。 
  B：えっ？めっちゃレベル高いじゃん！      B：まぁ、あいつのことだから、遅刻して来るんじゃん？                       
 
(11) [下校中に友人と]            (12) [友人の模擬試験の結果を見て] 
  A：今日めっちゃ寒いよね。         A：すごい！前より点数上がってるし、 
マフラーしてくればよかったなぁ。     これなら志望校受かるんじゃん？ 
  B：確かに寒い！ひょっとしたら今夜、    B：うん、なんだか自信持てそうだよ。 
雪でも降るんじゃん？             
話し言葉における「じゃん」について―首都圏に暮らす 10 代の使用実態― 










表 2: アンケート調査 1 の結果 






(1) 男 183 (81.3%) 37 (16.4%) 5 (2.2%) 225 (100.0%) 
女 239 (89.5%) 27 (10.1%) 1 (0.4%) 267 (100.0%) 
(2) 男 174 (77.3%) 44 (19.6%) 7 (3.1%) 225 (100.0%) 
女 235 (88.0%) 30 (11.2%) 2 (0.7%) 267 (100.0%) 
(3) 男 158 (70.2%) 51 (22.7%) 16 (7.1%) 225 (100.0%) 
女 215 (80.5%) 45 (16.9%) 7 (2.6%) 267 (100.0%) 
(4) 男 151 (67.1%) 60 (26.7%) 14 (6.2%) 225 (100.0%) 
女 191 (71.5%) 68 (25.5%) 8 (3.0%) 267 (100.0%) 
(5) 男 151 (67.1%) 66 (29.3%) 8 (3.6%) 225 (100.0%) 
女 205 (76.8%) 52 (19.5%) 10 (3.7%) 267 (100.0%) 
(6) 男 134 (59.6%) 60 (26.7%) 31 (13.8%) 225 (100.0%) 
 女 185 (69.3%) 67 (25.1%) 15 (5.6%) 267 (100.0%) 
(7) 男 157 (69.8%) 41 (18.2%) 27 (12.0%) 225 (100.0%) 
  女 193 (72.3%) 59 (22.1%) 15 (5.6%) 267 (100.0%) 
(8) 男 127 (56.4%) 81 (36.0%) 17 (7.6%) 225 (100.0%) 
  女 185 (69.3%) 65 (24.3%) 17 (6.4%) 267 (100.0%) 
(9) 男 153 (68.0%) 60 (26.7%) 12 (5.3%) 225 (100.0%) 
  女 227 (85.0%) 34 (12.7%) 6 (2.2%) 267 (100.0%) 
(10)男 59 (26.2%) 66 (29.3%) 100 (44.4%) 225 (100.0%) 
 女 102 (38.2%) 89 (33.3%) 76 (28.5%) 267 (100.0%) 
(11)男 41 (18.2%) 65 (28.9%) 119 (52.9%) 225 (100.0%) 
 女 78 (29.2%) 96 (36.0%) 93 (34.8%) 267 (100.0%) 
(12)男 41 (18.2%) 69 (30.7%) 115 (51.1%) 225 (100.0%) 
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表 3: アンケート調査 2 の結果 












な 5.8%、× 5.8% 
じゃん 62.0% 
× 13.7% 































































































話し言葉における「じゃん」について―首都圏に暮らす 10 代の使用実態― 






アンケート調査 2 では、アンケート調査 1 よりもさらに細かい「じゃん」の使用実態を





















首都圏の 10 代以外の年代における使用実態も明らかにしたいと考えている。 
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